
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月は親睦活動月間 

最 終 例 会 セルバチコ 18時 

 

本日のプログラム 

点 鐘 

ロータリーソング  奉仕の理想 四つのテスト 

会長挨拶  

幹事報告 

退会の挨拶      森田誠君 

  年間出席上位者発表  出席・スマイル委員会 

  お祝い      

   お誕生日  結婚記念日 

  点 鐘 

   

懇親会 

    乾 杯 

    閉会の挨拶 

    手に手つないで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月のお誕生 

11日   松浦 毅君 

6月のお誕生日 

7 日  松本昇君  12 日  加藤三紀君   

23 日   齋藤明君 

3 日  中島純子様（竹壽君夫人） 

出席表彰 第 52 期 例会 45 回 移動例会 13 回 

例会 移動例会 全出席 大岩順子君 

メーキャップ 1回 佐藤  正君 

メーキャップ 2回 関谷泰久君 

     例会ご出席有難うございます。 

     メーキャップカードを提出されないと 

欠席扱いになりますのでご注意下さい。 

 着信書類 

・可茂ロータリークラブより閉会のお知らせ 

・虎渓山文化の森プロジェクト事業会計報告 

 

 

第 2512 例会 2018 年 6 月 21 日 

第 53 期ガバナー補佐訪問のご案内 

  8 月 9 日（木）例会場 点鐘 12：30 

  例会後 クラブアッセンブリー（特別会議室） 

  出席義務者：53 期役員 委員長 新会員 

   



会 長 挨 拶     

加藤真左子 

（前月からのつづき） 

メンバーがお互いに意見を言い合っ

て、また尊敬し合ってこそロータリ

アンであり、周りから憧れを持たれ

るロータリークラブでありたいと願

う。何度も口にしているが、人は自 

身の立場や身の丈を勘違いするほど厄介なものは

ない。ロータリークラブに限らず多くの方々にお

目に掛かることによって自身を客観的に見て自分

にないものを吸収し、反対に余分なものを削ぎ落

す努力は必要であると思う。相手を知ることで自

分を知ることが出来る。そして、さらに相手を知る

ことが出来る。自分がしてほしいと望むことは相

手も同じように望んでいるのではないだろうか。

ロータリアンになって 8 年が経つが、このような

考え方は益々強くなり、メンバーである限り学習

の場であり続けるはずである。メンバーになって

多くのことを体験した。地区幹事としてあらゆる

イベントの裏方を勉強し、またクラブ内では会長、

幹事としての職務、そして IM の裏方も経験させて

頂いた。楽しいことばかりではなく気が滅入るこ

ともあったのが本音である。52 期が始まる前にな

ると他クラブも含めた会長経験者たちが、「始まっ

てみればあっという間だよ」「幹事に任せて、会長

はドーンとかまえていればいいんだよ」‥等のア

ドバイスがあった。その通り、あっという間の一年

間であり、ベテランの幹事のおかげでお知恵を拝

借することができ、執行部、理事をはじめとするメ

ンバーの支えによるところが大きいと改めて感謝

するばかりである。大きな変化は出来なかったが、

変化することを考えるバトンゾーンにはなったの

ではないだろうかと思う。今期は新会員を 2 名迎

えうれしい限りであり次期には「増」ばかりではな

く「強」の部分に期待するところが大きい。改めて

この一年の皆さまのご協力に感謝し、次期へのバ

トンを渡します。本当に有難うございました。 

先週の記録  

● 出席報告 

会員数 34名 免除者 4名 出席義務者 30名 

出席者 欠席者 出席率 

23名 7名 76.66% 

● スマイル報告  

投函者 14名 金額 18,500円 

南消防署の皆様お世話になります。 

加藤真左子 伊藤正雄 

初めての社員旅行でユニバーサルスタジオへ行っ

て来ました。楽しかった！    森田宏治 

可愛いお花をありがとうございました。加藤三紀 

救命救急の活動に感謝して。   柴田武司 

先週の例会 

救命救急の講習会 

多治見南消防署 宮島忠義様 

MEDIC-T（機能別団員） 

戸谷達也様 桑原勝美様 

桝岡正代様 片桐昭三様 

多治見南消防署で救急隊員しています宮島です。

救命救急の講習会を行うことで、多治見市の救命

率の向上を目指しています。我々だけの力ではな

かなか向上することが出来ないのが現状です。 

年間 1 万人を目標にこういった講習会を 10年ほど

続けています。私は救急救命士の資格を持ってい

ますので、最近では色々な処置が出来るようにな

りました。以前は心臓が止まった方にしか点滴や

薬を入れることが出来ませんでしたが、現在は心

臓が止まってない方にも処置が出来るようなりま

した。しかし残念ながら、現場では蘇生率、救命率

は上がってきません。ひとりでも多くの方に心肺

蘇生法を学んでいただき救える命を増やしていき

たいと思います。また、AED を直ちに使用するこ

とで救命率が約 2 倍になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

6 月 28 日（木） 特別休会  

            会計監査 13 時 相談室 

7 月 5 日（木）53期理事会 特別会議室 11時 

        53期初例会 会長所信表明 

      副会長 幹事 副幹事 SAA 挨拶 

 例会後  52期臨時理事会 例会場 決算報告 


